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多様な主体と連携した

区政運営の推進

（持続可能な行財政運営）

第２章　将来像の実現に向けて
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施策 61 効果的・効率的な行財政運営の推進 

 

 

  目指す姿                           

 

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢、気候変動問題など、国を取り巻く環境は

一層厳しさを増しています。国内においては、デジタル化や脱炭素化という大きな変革の

波の中、人口減少に伴う労働力不足、潜在成長率の停滞などの問題もあり、内外の難局が

同時に、そして複合的に押し寄せています。 

こうした中、国は創造性を発揮して付加価値を生み出していく原動力は「人」と位置付

け、「人への投資」を拡大するとともに、DX（デジタル・トランスフォーメーション）※へ

の投資や包摂社会の実現、多極化・地域活性化の実現に向けた取り組みを推進しています。 

区では、質の高い区民サービスを継続して提供していくため、人材や予算などの経営資

源を効果的かつ効率的に活用しながら、事業見直しや行政手続のオンライン化、オンラ

イン講座・相談の活用などを進めてきました。また、国の定める「統一的な基準による地

方公会計」に基づき、日々仕訳による財務 4表を作成し、行政コストに関する情報や資産、

負債などの情報をより詳細に把握するなど、区政の透明性や行政経営の更なる向上に努め

ています。さらに、様々な業務リスクを管理する内部統制の取り組みを推進し、公正で適

切な業務執行の確保を図っています。 

一方で、新型コロナウイルス感染症への対応や子育て支援、高齢者・障害者へのサービ

スの拡充、老朽化する区有施設の計画的な更新などにより、今後も財政負担の増加が見込

まれるため、歳入確保に向けた取り組みや中長期的な視点に立った安定的な財政運営を維

持していく必要があります。 

加えて、多様化・複雑化する区民ニーズに迅速かつ的確に対応し、質の高い区民サービ

●健全で安定的な財政基盤のもと、効果的で効率的な区政運営が展開さ

れ、一層の区民サービスの向上が図られています。 

●社会状況や多様化・複雑化する区民ニーズに即した柔軟かつ機能的な

組織運営が図られ、様々な行政課題に適切に対応しています。 

83.4％ 
（令和 3年度） 

経常収支比率 
70％台～ 
80％台前半 

（令和 10年度末）  
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 
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施策 61 効果的・効率的な行財政運営の推進 

 

 

  目指す姿                           

 

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢、気候変動問題など、国を取り巻く環境は

一層厳しさを増しています。国内においては、デジタル化や脱炭素化という大きな変革の

波の中、人口減少に伴う労働力不足、潜在成長率の停滞などの問題もあり、内外の難局が

同時に、そして複合的に押し寄せています。 

こうした中、国は創造性を発揮して付加価値を生み出していく原動力は「人」と位置付

け、「人への投資」を拡大するとともに、DX（デジタル・トランスフォーメーション）※へ

の投資や包摂社会の実現、多極化・地域活性化の実現に向けた取り組みを推進しています。 

区では、質の高い区民サービスを継続して提供していくため、人材や予算などの経営資

源を効果的かつ効率的に活用しながら、事業見直しや行政手続のオンライン化、オンラ

イン講座・相談の活用などを進めてきました。また、国の定める「統一的な基準による地

方公会計」に基づき、日々仕訳による財務 4表を作成し、行政コストに関する情報や資産、

負債などの情報をより詳細に把握するなど、区政の透明性や行政経営の更なる向上に努め

ています。さらに、様々な業務リスクを管理する内部統制の取り組みを推進し、公正で適

切な業務執行の確保を図っています。 

一方で、新型コロナウイルス感染症への対応や子育て支援、高齢者・障害者へのサービ

スの拡充、老朽化する区有施設の計画的な更新などにより、今後も財政負担の増加が見込

まれるため、歳入確保に向けた取り組みや中長期的な視点に立った安定的な財政運営を維

持していく必要があります。 

加えて、多様化・複雑化する区民ニーズに迅速かつ的確に対応し、質の高い区民サービ

●健全で安定的な財政基盤のもと、効果的で効率的な区政運営が展開さ

れ、一層の区民サービスの向上が図られています。 

●社会状況や多様化・複雑化する区民ニーズに即した柔軟かつ機能的な

組織運営が図られ、様々な行政課題に適切に対応しています。 

83.4％ 
（令和 3年度） 

経常収支比率 
70％台～ 
80％台前半 

（令和 10年度末）  
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 

207 

 

スを将来にわたり安定的に提供していくためには、業務プロセスの効率化をはじめ、柔軟

かつ機能的な組織の運営や行政評価などを踏まえたマネジメントサイクルの推進、さらに

は、民間企業の有する知見及び人的・物的資源の活用を図ることが重要です。 

〇本庁舎は竣工から 49年が経過しており、この間、区民ニーズの多様化に伴う事務の増大

や高度な情報化の進展などにより、求められる機能が大きく変化していることから、公共

サービスの拠点施設としてのあり方を検討していく必要があります。

 

  主な取り組み 

①健全な財政運営の推進 
債権管理や収入未済対策を適正に進めるほか、新たな収入確保や経費の縮減につながる

取り組みを進めます。また、特別区債や基金の適切な活用を図り、健全で安定的な財政運

営に取り組みます。さらに、利用者のニーズに合ったオンライン決済や新たな決済サービ

スへの対応などを進めることで、利便性の向上と安定的な歳入確保に努めます。 

②柔軟かつ機能的な組織体制の構築 
様々な行政課題に的確に対応していくため、組織の枠を超えた横断的な連携や全庁的な

相互調整を図るなど、柔軟かつ機能的な組織体制の構築を図ります。 

③適正で効果的・効率的な業務の推進 
適正で公正な業務を着実に執行するため、様々な業務リスクを管理し、質の高いサービ

スを提供することで、区民から信頼される区政の実現を図ります。また、業務手順の見直

しや類似業務の整理を進めるほか、官民データを活用して社会情勢等の分析に努めるとと

もに、これらの裏付けに基づいた施策の企画及び立案を推進します。 

④行政評価を活用したマネジメントサイクルの推進 
施策や事業を定期的・客観的に見直し、改善するマネジメントサイクルを推進すること

で、区政の透明性を高め、効果的かつ効率的な区民サービスの提供を図ります。 

⑤民間企業の有する知見及び人的・物的資源の活用推進 
民間企業との連携により区民サービスを提供する新たな公民連携の仕組みづくりに取り

組むとともに、指定管理者制度などによるサービス内容の向上や管理運営の効率化など、

民間企業の有する知見及び人的・物的資源の活用を一層推進します。 

⑥本庁舎のあり方検討 
多様化・複雑化する区民ニーズへの対応をはじめ、施設の老朽度や狭あいによる機能の

低下、さらには災害対策本部としての機能強化などの諸課題を整理しつつ、東上野四・五

丁目地区まちづくりと連動しながら、将来的な改築も視野に総合的な観点から検討を進め

ます。 

  



施策

多様な主体と連携した区政運営の推進

208

62 DX(デジタル・トランスフォーメーション)の推進
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施策 62 DX(デジタル・トランスフォーメーション)の推進 

 

 

  目指す姿                                                         

 

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○5G※ネットワークの整備拡大をはじめとするICTの発展や、新型コロナウイルス感染症の

発生を契機に、社会全体において DX（デジタル・トランスフォーメーション）※が急速に進

展しています。 

 国は、デジタル社会形成の司令塔として、未来志向の DXを大胆に推進し、デジタル時代

の官民のインフラを今後 5 年で一気呵成に作り上げることを目指し、令和 3 年 9 月にデジ

タル庁を設立しました。また、令和 4年 6月には「デジタル社会の実現に向けた重点計画」

を閣議決定するなど、社会全体のデジタル化を推進するため、構造改革に係る課題の検討

や実行を進めています。さらに、令和 4年 10月に策定した「地方公共団体情報システム標

準化基本方針」において、基幹系業務システムの維持管理や制度改正時の改修における地

方公共団体の負担軽減と、全国一律のサービスの迅速な展開を図るため、システムの統一・

標準化に取り組むとしています。 東京都も、デジタルの力を活用した行政を総合的に推進

し、都政の QOS（クオリティ・オブ・サービス）を飛躍的に向上させるため、令和 3年 4月

にデジタルサービス局を新設しました。さらに、都と区市町村を含めた東京全体の DXを効

果的に進めるため、令和 5年度には行政と民間が協働して斬新でイノベーティブなサービス

を生み出す新たなプラットフォームの構築を予定しています。

 区においても、区民サービスの向上や行政運営の効率化を実現する上で、ICT を効果的

●社会状況の変化に的確に対応し、デジタルの力によって業務の効率化

と区民サービスの向上が一体的に実現されています。 

150件 オンライン化した行政手続数 630件 

（令和 10年度末）  
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 
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施策 62 DX(デジタル・トランスフォーメーション)の推進 

 

 

  目指す姿                                                         

 

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○5G※ネットワークの整備拡大をはじめとするICTの発展や、新型コロナウイルス感染症の

発生を契機に、社会全体において DX（デジタル・トランスフォーメーション）※が急速に進

展しています。 

 国は、デジタル社会形成の司令塔として、未来志向の DXを大胆に推進し、デジタル時代

の官民のインフラを今後 5 年で一気呵成に作り上げることを目指し、令和 3 年 9 月にデジ

タル庁を設立しました。また、令和 4年 6月には「デジタル社会の実現に向けた重点計画」

を閣議決定するなど、社会全体のデジタル化を推進するため、構造改革に係る課題の検討

や実行を進めています。さらに、令和 4年 10月に策定した「地方公共団体情報システム標

準化基本方針」において、基幹系業務システムの維持管理や制度改正時の改修における地

方公共団体の負担軽減と、全国一律のサービスの迅速な展開を図るため、システムの統一・

標準化に取り組むとしています。 東京都も、デジタルの力を活用した行政を総合的に推進

し、都政の QOS（クオリティ・オブ・サービス）を飛躍的に向上させるため、令和 3年 4月

にデジタルサービス局を新設しました。さらに、都と区市町村を含めた東京全体の DXを効

果的に進めるため、令和 5年度には行政と民間が協働して斬新でイノベーティブなサービス

を生み出す新たなプラットフォームの構築を予定しています。

 区においても、区民サービスの向上や行政運営の効率化を実現する上で、ICT を効果的

●社会状況の変化に的確に対応し、デジタルの力によって業務の効率化

と区民サービスの向上が一体的に実現されています。 

150件 オンライン化した行政手続数 630件 

（令和 10年度末）  
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 
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に利活用することが重要であると捉え、令和 2年度に情報政策課を新設し、「台東区情報化

推進計画」のもと、AI※やRPA※の導入推進、電子申請手続の拡充、キャッシュレス化などに

取り組んできました。しかしながら、デジタル技術は日々目覚ましい発展を続けており、

これまでの取り組みを加速させるだけでなく、関係機関との連携や体制を強化しつつ、先

端技術の調査・研究に取り組み、質の高い行政サービスを継続的に提供していくことが重

要です。また、専門知識を持った外部人材の活用のほか、ICT人材の確保に向けた取り組み

を一層進める必要があります。さらに、サイバー攻撃の手法が多様化、巧妙化する中、適

切な対策を講じることが求められています。 

〇社会全体における急速なデジタル化の進展により、情報通信機器を利用できる方と利用

できない方との間にデジタル・ディバイド※が生じています。 

このような状況の中、区は情報格差の解消に向けて、Wi-Fi環境を整備し、公共施設にお

ける情報通信環境の充実や、高齢者などを対象としたスマートフォン講座を実施してきま

した。また、研修を通して、ICT に関する知識の習得や活用の目的の理解促進、意識の定着

を図るなど、職員のICTリテラシー※の向上に取り組んできました。 

今後の更なる技術革新の進展を見据え、障害の有無や年齢などにかかわらず、誰もが ICT

を利活用できる社会の実現に向け、引き続き取り組みを推進する必要があります。 
 

  主な取り組み 

① デジタル技術を活用した業務効率化の推進 
継続的にセキュリティ対策を講じることで、情報システムの強化を図ります。その上

で、関係機関との連携を強化し、AIやRPAをはじめとするデジタルに関する最先端技術を

活用した業務の効率化を推進します。また、区民サービスの向上及び業務効率化の更なる

推進に向け、国が進める地方公共団体の基幹系業務システムの統一・標準化に取り組みま

す。 

②行政サービスのオンライン化の推進 
区役所に出向くことなく行政手続を完結させるほか、自宅等から講座やイベントなどに

も参加できるよう、行政サービスのオンライン化を推進します。また、区民が窓口におい

て「待たずに、書かずに」申請できるスマート窓口など、デジタルに関する環境の整備を

図ります。 

③ICT リテラシーの向上 
情報格差の解消に向けて、デジタルに関する講座や安全にインターネットを利用するた

めの啓発などを実施し、高齢者や障害者をはじめとする区民の ICT リテラシーの向上に取

り組みます。また、ICTに関する知識の習得や、活用目的の理解促進に向けた研修などを

実施するとともに、様々な事例や動向について積極的に周知することで、職員の ICT リテ

ラシー向上に努めます。さらに、公共施設における情報通信環境の充実を図り、誰もが気

軽にデジタルに触れる機会の提供に努めます。  
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施策 63 いきいきと働ける環境づくり 

 

 

  目指す姿                           

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○AI※をはじめとしたデジタル技術の革新や多様性を尊重する時代へのパラダイムシフト※

など、社会はかつてない速度で変化しています。加えて、新型コロナウイルス感染症によ

るパンデミックは、人々の生活様式を大きく変容させ、新たなニーズや課題を生み出して

います。これらの変化により、区が求められる役割は、ますます多様化・複雑化するとと

もに増大しています。こうした急速な社会環境の変化を的確に捉え、質の高い行政サービ

スを提供し続けるためには、人材の確保や配置、育成、評価、処遇等を総合的に実施する

「人材マネジメント」を一層推進する必要があります。 

○公務員の受験者数・受験倍率は、国、地方ともに減少傾向にあり、特別区採用試験の受

験者数はここ 10年間で約 4 割減少しています。また、働き方の多様化に伴うキャリア観の

変化などにより、普通退職者は増加傾向にあります。優秀な人材を確保しつつ、限られた

人材を最大限活用するためには、AIや RPA※などを活用した業務の改善を図るほか、働き方

改革を推進し、柔軟で効率的な働き方ができる職場環境を整備する必要があります。さら

に、職員と組織の相互理解やつながりを高めることにより、職員が働くことの価値や喜び

を感じられる、働きがいのある職場づくりを推進する必要があります。 

●仕事と生活の調和が保たれ、多様な人材が各自の意欲と能力を発揮で

きる、活力ある職場が実現されています。 

29.5％ 
（令和 4年 4月） 

係長級以上の職員に占める女性
の割合 

40％以上 

14.5日 
（令和 4 年） 

常勤職員などの年次有給休暇の
年平均取得日数 

18 日以上 

（令和 10年度末）  
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 
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施策 63 いきいきと働ける環境づくり 

 

 

  目指す姿                           

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○AI※をはじめとしたデジタル技術の革新や多様性を尊重する時代へのパラダイムシフト※

など、社会はかつてない速度で変化しています。加えて、新型コロナウイルス感染症によ

るパンデミックは、人々の生活様式を大きく変容させ、新たなニーズや課題を生み出して

います。これらの変化により、区が求められる役割は、ますます多様化・複雑化するとと

もに増大しています。こうした急速な社会環境の変化を的確に捉え、質の高い行政サービ

スを提供し続けるためには、人材の確保や配置、育成、評価、処遇等を総合的に実施する

「人材マネジメント」を一層推進する必要があります。 

○公務員の受験者数・受験倍率は、国、地方ともに減少傾向にあり、特別区採用試験の受

験者数はここ 10年間で約 4 割減少しています。また、働き方の多様化に伴うキャリア観の

変化などにより、普通退職者は増加傾向にあります。優秀な人材を確保しつつ、限られた

人材を最大限活用するためには、AIや RPA※などを活用した業務の改善を図るほか、働き方

改革を推進し、柔軟で効率的な働き方ができる職場環境を整備する必要があります。さら

に、職員と組織の相互理解やつながりを高めることにより、職員が働くことの価値や喜び

を感じられる、働きがいのある職場づくりを推進する必要があります。 

●仕事と生活の調和が保たれ、多様な人材が各自の意欲と能力を発揮で

きる、活力ある職場が実現されています。 

29.5％ 
（令和 4年 4月） 

係長級以上の職員に占める女性
の割合 

40％以上 

14.5日 
（令和 4 年） 

常勤職員などの年次有給休暇の
年平均取得日数 

18 日以上 

（令和 10年度末）  
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 

　

211 

 

○令和 4年 4月現在、係長級以上の職員に占める女性の割合は 29.5％であり、職場の活力

を高めるためには、指導的地位に就く女性の割合を向上させる必要があります。区では、

「台東区特定事業主行動計画」に基づき、女性のキャリア形成の支援や超過勤務時間の縮

減、年次有給休暇の取得促進、男性職員の育児休業取得率の向上にも取り組んできました

が、その取り組みを加速する必要があります。さらに、職員が仕事と生活を両立できるよ

う、個々の事情に応じて多様な働き方を選択できる環境づくりや長時間労働の是正を図り、

ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場環境を整備していくことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主な取り組み 

①人材マネジメントの推進 
能力と実績による人事評価制度を基礎として、人材確保や配置、育成、評価、処遇等を

総合的に実施する人材マネジメントを推進します。 

②業務の改善 
ICTを活用した仕事の進め方など業務改善を進め、より効果的・効率的な働き方を促進

します。 

③オフィスの環境改善 
職員の生産性向上と多様で柔軟な働き方の実現に向け、オフィスの環境改善に向けた取

り組みを進めます。 

④ワーク・ライフ・バランスの推進 
働き方改革、ワーク・ライフ・バランスを推進し、多様な人材が各自の意欲と能力を発

揮できる職場づくりを進めます。 

  

26.3%

27.4%

27.4%

28.6%

28.3%
28.4%

29.0%

28.6%

29.6%
29.5%

25%

26%

27%

28%

29%

30%
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平成26年度

（2014年度）
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（2015年度）

平成28年度
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平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

令和元年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

令和4年度

（2022年度）

（％）

〈出典〉台東区調べ

係長級以上の職員に占める女性の割合の推移
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施策 64 区有施設等の総合的・計画的な管理と活用 

 

 

  目指す姿                         

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○わが国は、少子高齢化の進行により長期の人口減少過程に入っており、かつ長期債務残

高が1千兆円を超える状況の中、各地で公共施設とインフラ施設の保全が大きな課題となっ

ています。  

区では、区民生活を支えるために必要となる福祉関連施設や学校教育施設などの公共施

設をはじめ、道路・公園などのインフラ施設における行政需要を的確に捉えつつ、様々な

施設整備を進めてきました。その多くは昭和 40年代から平成の初期にかけて建設・整備さ

れており、築 30年以上が経過する施設の割合は令和 14年に約 90％に達します。 

引き続き区民が安全に安心して利用し、必要なサービスを将来にわたり提供していくこ

とができるよう、限られた財源を有効に活用しながら区有施設の適切な維持・保全を図り、

総合的かつ計画的な管理を進めていくことが重要です。 

〇急速に進むデジタル化への対応や脱炭素社会の実現など、社会状況は目まぐるしく変化

しており、区民ニーズも多様化・複雑化しています。さらには、区においても将来的には

人口の減少が見込まれます。 

こうした中、区有施設に対し求められる機能も変化することから、適切な区民サービス

を持続的に提供できるよう、中長期的視点からの施設の再編も視野に入れながら、効果的・

効率的な施設のあり方について検討していく必要があります。 

○特別養護老人ホームの再編等に伴い、新たな活用の検討が必要な区有施設や区有地につ

●公共施設とインフラ施設を含む区有施設において、区民への質の高い

サービスが提供され、区民の誰もが安全で快適に区有施設を持続的に

利用することができています。 

●区有施設等の有効活用が図られ、地域が活性化しています。 

14％ 施設更新の進捗率※ 19％ 

（令和 10年度末） 
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 
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施策 64 区有施設等の総合的・計画的な管理と活用 

 

 

  目指す姿                         

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○わが国は、少子高齢化の進行により長期の人口減少過程に入っており、かつ長期債務残

高が1千兆円を超える状況の中、各地で公共施設とインフラ施設の保全が大きな課題となっ

ています。  

区では、区民生活を支えるために必要となる福祉関連施設や学校教育施設などの公共施

設をはじめ、道路・公園などのインフラ施設における行政需要を的確に捉えつつ、様々な

施設整備を進めてきました。その多くは昭和 40年代から平成の初期にかけて建設・整備さ

れており、築 30年以上が経過する施設の割合は令和 14年に約 90％に達します。 

引き続き区民が安全に安心して利用し、必要なサービスを将来にわたり提供していくこ

とができるよう、限られた財源を有効に活用しながら区有施設の適切な維持・保全を図り、

総合的かつ計画的な管理を進めていくことが重要です。 

〇急速に進むデジタル化への対応や脱炭素社会の実現など、社会状況は目まぐるしく変化

しており、区民ニーズも多様化・複雑化しています。さらには、区においても将来的には

人口の減少が見込まれます。 

こうした中、区有施設に対し求められる機能も変化することから、適切な区民サービス

を持続的に提供できるよう、中長期的視点からの施設の再編も視野に入れながら、効果的・

効率的な施設のあり方について検討していく必要があります。 

○特別養護老人ホームの再編等に伴い、新たな活用の検討が必要な区有施設や区有地につ

●公共施設とインフラ施設を含む区有施設において、区民への質の高い

サービスが提供され、区民の誰もが安全で快適に区有施設を持続的に

利用することができています。 

●区有施設等の有効活用が図られ、地域が活性化しています。 

14％ 施設更新の進捗率※ 19％ 

（令和 10年度末） 
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 
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いて、行政課題の解決を図ることはもとより、区民の意見を踏まえながら地域の活性化に

資する活用を図っていく必要があります。その整備や管理についても、従来型の手法に加

えて、民間がもつ資金や経営能力、技術力の活用もあわせて検討することで、効果的・効

率的な質の高い公共サービスを実現することが求められています。 

 

  主な取り組み 

①区有施設の総合的かつ計画的な保全 
「台東区公共施設等総合管理計画」に基づき、公共施設とインフラ施設の維持・保全な

ど、予防保全型管理の推進と計画的な施設更新を図り、区民が区有施設を安全安心に長く

利用できるよう総合的かつ計画的な管理を実施します。 

②社会状況などの変化を踏まえた区有施設の適正化 
社会状況などの変化を踏まえ、中長期的視点から施設の質と量の最適化など、効果的・

効率的な区有施設のあり方について、ファシリティマネジメントの考え方を取り入れなが

ら、経営的視点をもって取り組みを推進します。 

③区有施設等の活用推進 
特別養護老人ホームの再編等に伴い、新たな活用の検討が必要な区有施設や区有地につ

いては、PPP/PFI※などの官民連携も含めた効果的な手法を検討し、行政需要や事業の緊急

性、敷地の立地条件など、様々な観点を踏まえながら活用を推進します。また、具体的な

活用が図られるまでの間は、暫定的な活用や他の公共機関、民間事業者への貸し付けなど、

柔軟かつ短期的な活用も検討します。 

 


